
＜ 春の校庭 ～⑤雑草と虫・シソの仲間 ＞
ざっそう なか ま

皆さん、こんにちは。牛久二小の春の校庭「雑草とそこに来る虫たち」、今回はシソの仲間です。
ざっそう なか ま

上部の赤みを帯びた葉の間か
お は

ら、かわいい花をのぞかせるヒ

メオドリコソウ。花の形も特徴
とくちょう

ありますが、第４号でもお話しし

たように茎が四角いのでシソ科の
くき か

なかまと分かります。小さな花に

は、小さなキマダラハナバチや

ハナアブ類、ハエのなかまが来て
るい

蜜や花粉を食べます。ときには、
みつ か ふん

モンキチョウなどが来て蜜を吸っ
みつ す

ていることもあります。アブラム

シがどこかにいたのでしょうか？

ナナホシテントウもいました。

ホトケノザも、シソ科のなかま。
か

花の形も同じで、茎の断面はやはり
くき だんめん

四角。触るとよく分かります。向か
さわ

い合った葉のもとに花が並ぶようす
は なら

から「仏の座」と名がついたよう
ほとけ ざ

で、ときには白花のものが見つかる

こともあります。見つけたら教えて

下さいね。春の七草で「ホトケノザ」
ななくさ

としてスーパーなどで売られている

のはこれではなく、キク科のコオニ
か

タビラコ。 【理科支援員：宮内】
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ヒメオドリコソウ(上)とその蜜を吸うキマダラハナバチ(下左)、花粉をなめるハエ(下中)。ナナホシテントウ(下右)。
みつ す か ふん

向い合う葉のもとに花が並ぶホトケノザ。
は なら


